
お

知
ら
せ 

妊
婦
健
診
が
変
わ
り
ま
す 

野
鳥
保
護
と
取
締
等
強
化
月
間 

養
生
園
祭 

釣
り
を
す
る
皆
さ
ん
へ 

熊
本
県
交
通
安
全
協
会 

「
永
年
無
事
故
運
転
者 

表
彰
申
請
」
受
付
中 

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン 

      

　 

     

　
４
月
か
ら
妊
婦
健
康
診
査
が

変
わ
り
ま
す
。
す
で
に
母
子
健

康
手
帳
を
お
持
ち
で
４
月
以
降

の
出
産
予
定
日
の
人
に
は
、
受

診
券
交
付
手
続
き
に
つ
い
て
通

知
し
ま
す
。
ま
た
、
転
入
者
は
、

合
志
市
の
妊
婦
健
康
診
査
受
診

票
に
差
し
替
え
が
必
要
で
す
。

ま
だ
お
済
み
で
な
い
人
は
、
母

子
健
康
手
帳
と
前
住
所
地
の
妊

婦
健
康
診
査
受
診
票
綴
り
を
持

参
し
手
続
き
を
済
ま
せ
て
く
だ

さ
い
。
手
続
き
は
、
西
合
志
庁

舎
で
行
な
い
ま
す
。 

●
問
い
合
わ
せ
先 

健
康
づ
く
り
推
進
課 

健
康
推
進
班
（
西
合
志
庁
舎
） 

�（
２
４
２
）
１
１
８
３ 

 

    

　 

   

　
本
年
度
も
交
通
事
故
の
防
止

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
永

年
無
事
故
表
彰
が
行
な
わ
れ
ま
す
。

受
賞
資
格
が
あ
る
人
は
次
の
要

領
で
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。 

●
表
彰
区
分 

10
年
、
20
年
、
30
年
、
40
年 

●
受
賞
資
格
　 

・
交
通
安
全
協
会
加
入
者 

・
運
転
免
許
所
有
者
（
原
付
・
小
特

含
む
）で
、
無
事
故
で
あ
る
こ
と 

・
平
成
20
年
６
月
30
日
現
在
で

10
年
、
20
年
、
30
年
、
40
年

を
経
過
し
て
い
る
こ
と
。 

・
期
間
内
に
交
通
事
故
を
起
こ

す
か
、
交
通
法
令
に
違
反
し

て
行
政
処
分
、
刑
事
処
罰
を

受
け
た
こ
と
が
な
い
こ
と（
反

則
行
為
で
３
年
を
経
過
し
た

人
は
除
き
ま
す
） 

・
以
前
表
彰
さ
れ
た
人
は
同
じ
年

数
で
の
表
彰
は
で
き
ま
せ
ん 

・
合
志
市
内
に
居
住
し
て
い
る
人 

●
申
込
方
法 

各
庁
舎
・
支
所
に
備
え
て
あ

る
申
請
書
に
所
定
の
事
項
を

記
入
し
、
申
請
人
の
押
印
を

し
た
上
で
受
付
と
な
り
ま
す
。 

●
受
付
締
切
日 

５
月
16
日（
金
）（
期
限
厳
守
） 

●
問
い
合
わ
せ
先 

総
務
課
　
交
通
防
災
班 

（
合
志
庁
舎
） 

�（
２
４
８
）
１
１
１
２ 

   

　
野
鳥
は
春
の
訪
れ
と
と
も
に
繁

殖
期
に
入
り
、
夏
頃
ま
で
は
ヒ
ナ

を
育
て
る
た
め
に
盛
ん
に
活
動
し

ま
す
。
巣
立
ち
を
し
た
ば
か
り
の

ヒ
ナ
鳥
は
う
ま
く
飛
べ
ず
に
巣
か

ら
落
ち
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す

が
、
必
ず
親
鳥
が
世
話
を
し
ま
す
。

落
ち
て
い
る
ヒ
ナ
鳥
は
拾
わ
な
い

で
く
だ
さ
い
。 

　
５
月
10
日
〜
６
月
９
日
は
、
野

鳥
保
護
指
導
取
締
等
強
化
月
間
で

す
。
熊
本
県
で
は
、
野
鳥
保
護
へ

の
ご
理
解
と
野
鳥
の
違
法
捕
獲
や

違
法
飼
養
の
防
止
に
つ
い
て
呼
び

か
け
を
強
め
ま
す
。 

●
問
い
合
わ
せ
先 

菊
池
地
域
振
興
局
　
林
務
課 

�
０
９
６
８（
２
５
）２
３
４
７ 

熊
本
県
　
自
然
保
護
課
野
生

鳥
獣
班 

�（
３
３
３
）
２
２
７
５ 

   

　
フ
グ
を
自
ら
調
理
す
る
こ
と

は
非
常
に
危
険
で
す
。
最
悪
の

場
合
、
死
亡
す
る
お
そ
れ
が
あ

り
ま
す
。
フ
グ
の
処
理
は
、
専

門
の
資
格
を
持
つ
人
に
依
頼
し

て
く
だ
さ
い
。 

●
問
い
合
わ
せ
先 

菊
池
保
健
所
　
衛
生
環
境
課 

�
０
９
６
８
（
２
５
）
４
１
３
５ 

 

　 

 

　
養
生
市
・
健
康
展
な
ど
が
実

施
さ
れ
ま
す
。 

●
と
　
き 

４
月
20
日（
日
） 

午
前
９
時
30
分
開
場 

●
と
こ
ろ 

公
立
菊
池
養
生
園
診
療
所 

●
講
演
会 

世
界
的
な
免
疫
学
者
が
わ
か

り
や
す
く
語
る「
心
と
か
ら
だ

の
健
康
学
」 

午
前
10
時
〜 

講
師
　
安
保
　
徹
氏 

（
新
潟
大
学
大
学
院
教
授
） 

●
特
別
企
画 

第
22
弾 

〜
イ
ン
ド
舞
踊
の
こ
こ
ろ
〜 

「
月
の
舞
オ
リ
ッ
シ
ー
」 

●
問
い
合
わ
せ
先 

養
生
園 

�
０
９
６
８（
３
８
）
２
８
２
０ 
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環境通信 
環境衛生課(合志庁舎）�248－1202
問い合わせ先 

ペットと仲良く暮らす 

地下水を採取する皆さんへ 
お知らせとお願い 

　地下水を採取する採取者は「熊本県地下

水保全条例」に基づき、地下水採取量報告

書の提出が義務付けられています。これは

地下水の保全のため採取量を把握するため

の重要な報告書です。 

　毎年３月下旬～４月の上旬に報告書を送

付していますので、４月末日までに合志市

役所環境衛生課まで提出をお願いします。 

　なお、採取量が０�の場合でも提出が必
要です。 

　地下水採取者のご理解とご協力をお願い

します。 

　これまでも広報などでお知らせしてきま

したが、犬の飼育に対する苦情が多く寄せ

られています。特に多いものとして散歩中

の“ふん”の問題があります。 

　今回はそのことについて考えてみましょう。 

　そもそもなぜ自分の飼い犬のふんを路上

などに放置するのでしょうか？おそらく“面

倒だから”この一言に尽きると思います。 

　しかし、そこは“だれかの家の前かもし

れない”“子どもたちの通学路かもしれない”

“だれかの散歩道かもしれない”という

ことを考えてみてください。 

　さらに、ふんを放置

する飼い主はほん

のごく一部であ

ることはわかっていても、飼っていない人

や犬嫌いな人から見れば犬を飼っている人

全体が悪く思えます。飼い主一人ひとりが“愛

犬家の代表”であるという自覚を持ちまし

ょう。 

　畑などに埋めていく飼い主も見受けられ

ますが、土地の所有者の了解が無い場合は

不法投棄と同じです。ふんは飼い主が責任

をもって処理しましょう。 

　犬も大切な家族の一員であり、生活して

いくうえでのパートナーでもあります。市

民の皆さんが気持ちよく暮ら

せるまちづくりへのご協

力をお願いします。 

 

KOSHICITY PUBLIC RELATIONS

2008 広報こうし4月 18


